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上か
み
城
跡
・
下し
も
城
跡　

西
蒲
区
竹
野
町

　

上
城
跡
・
下
城
跡
は
、
角
田
山
東と

う

麓ろ
く

か
ら
平
野
に
突
き
出
た
標
高
約

二
五
メ
ー
ト
ル
の
尾
根
の
先
端
部
に
あ
る
。
二ふ

た

股ま
た

に
分
か
れ
た
尾
根
先

端
の
北
側
に
下
城
跡
、
南
側
に
上
城
跡
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
中
世
の
山

城
で
あ
る
。
上
城
跡
の
範
囲
は
東
西
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
八
〇
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
、
下
城
跡
の
範
囲
は
東
西
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
〇

１１

２２

図134　城跡の位置　１,
上城跡　２,下城跡　２万
5000分１地形図「角田山」

図135　城山の尾根　１,上城跡　２,下城跡
戦後の景観

〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

上
城
跡
は
、
最
も
高
い
所
に
城
の
中
心
部
が
置
か
れ
、
要
所
に
は
堀
や
土

塁
、
水
源
地
な
ど
が
残
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）

年
の
土
取
り
工
事
で
大
半
が
失
わ
れ
、
現
在
は
城
跡
東
端
の
輪
郭
が
わ
ず
か

に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
土
取
り
工
事
の
際
に
、
た
く
さ
ん
の
焼
き
物

が
出
土
し
た
と
い
う
が
、
現
存
す
る
資
料
は
、
工
事
終
了
後
に
採
集
さ
れ
た

陶
磁
器
三
点
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
越
前
焼
と
珠す

洲ず

焼
の
二
点
は
十
五

世
紀
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

下
城
跡
は
、
尾
根
頂
上
の
長
さ
約
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
一
〇
メ
ー
ト
ル

の
細
長
い
平へ

い

坦た
ん

面
に
城
の
中
心
部
が
置
か
れ
、
そ
の
周
り
に
は
、
尾
根
下
に
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向
か
っ
て
三
段
の
平
坦
面
が
階
段
状
に
造
成
さ
れ
、
要
所
に
堀
や
土
塁
を
築
い
て
守
り
を
固
め
て
い
る
。
尾
根

の
東
端
の
湿
地
は
水
源
地
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
の
湧
水
を
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
下
城
跡
で
は
、
十
四
世

紀
か
ら
十
五
世
紀
の
越
前
焼
と
珠
洲
焼
の
破
片
二
点
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

　

上
城
跡
・
下
城
跡
は
、ど
ち
ら
も
標
高
の
低
い
尾
根
上
に
築
か
れ
た
比
較
的
小
規
模
な
山
城
で
あ
る
。
ま
た
、

図136　下城跡　北から

0 50m

城
の
構
造
が
互
い
の
城
を
意
識
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

や
、採
集
遺
物
が
ほ
ぼ
同
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、二
つ
の
山
城
は
、

有
事
の
際
に
密
接
に
連
絡
を
取
り
あ
い
な
が
ら
、
連
携
し
て
機
能
し
て
い
た

0 50m

図13７　山城略図　上,下城跡　下,上城
跡

と
考
え
ら
れ
る
。

　

上
城
跡
・
下
城

跡
は
、
昭
和
三
十

五
（
一
九
六
〇
）

年
に
巻
町
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
、
現

在
は
新
潟
市
の
史

跡
に
継
承
さ
れ
て

い
る
。


